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●日本向けオンライン教材
グローブでは、世界中の児童・生徒が、科学者によって開
発された統一的な手法（グローブ観測プロトコル）で環境
観測を行います。グローブ日本事務局では、グローブア
メリカ本部で作成され公開されている国際基準のグロー
ブ観測プロトコルの日本向けオンライン教材を作成しま
した。

●実践事例集
これまでグローブ活動を実践してきた学校や教師と連携・
協働し、グローブ活動を学校教育の中で活用していくた
めの具体的なノウハウをまとめた事例集を作成しました。

実践事例集 (例 )　　　　　　　　　　日本向けオンライン教材 (例 )

オンライン教材を公開しているウェブサイト　

●グローブティーチャー養成研修
作成した観測プロトコルや実践事例集を活用して、座学
と観測講習会を組み合わせた研修会を開催し、SDGs達
成の担い手となるグローブティーチャーを養成しました。

グローブティーチャー養成研修の様子

SDGs×GLOBE：グローブスクール活動実践事例集 
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SDGs への貢献 
 

 

 

 

SDGs Goal 4:質の高い教育をみんなに！ 
グローブ活動に参加し、海洋科学科を中心とする全生徒で観測活動に取り組むこと

で、国際基準にのっとった質の高い科学教育を幅広く提供することができている． 

 SDGs Goal 6:安全な水とトイレを世界中に！ 
学校周辺の複数個所で水圏（水質）の観測活動を行うことで、水質汚染の現状や汚

染に関わる要因について学び、安全な水、綺麗な水を維持するために一人一人が日

常生活の中でできることに対して、意識を育てることができている。 

 SDGs Goal 11:住み続けられるまちづくりを！ 

気圏（大気）や水圏（水質）の観測を通じて、学校が位置する地域の環境特性を理解

し、地域のクリーン作戦への参加意欲などが向上している。自分たちが暮らす地域の

環境保全に関わる具体的な活動につながっている． 

 

 

 

 

SDGs Goal 13:気候変動に具体的な対策を！ 
気圏（大気）や水圏（水質）の観測結果を分析し、近年の気候変動による影響につい

てデータを基にした考察を深めている．特に、気候変動による海洋生物への影響に対

する理解の促進および具体的な対策の検討につながっている． 

 

 

 

 

SDGs Goal 14:海の豊かさを守ろう！ 
上述の通り、近年の気候変動による海洋生物や養殖資源への影響について、自らの

観測データを基にして理解を深めている．また独自の観測項目（魚類の胃の内容物調

査等）を追加することで、海の生物多様性保全に向けた幅広い探求ができている． 

 

 

 

 

SDGs Goal 17:パートナーシップで目標を達成しよう！ 
他のグローブスクールとの交流事業を積極的に行っており、観測を継続していく上で

のモチベーションを高めることができている。また、河川のクリーン作戦に一緒に参加す

るなど、パートナーシップにより地域の環境保全に貢献できている． 

グローブ活動への参加のきっかけ・グローブ活動に対する思いや期待（担当教員より） 

本校では、海洋漁業実習や水産生物の飼育管理実習等を行っている。生物の生育環境の把握のた

め、水質や気温等の観測も継続して行う必要がある。グローブ事業の持つ特徴と実習内容が非常にマ

ッチしていたことが、グローブ活動への参加のきっかけである。 

グローブ活動を開始した頃は、日々の観測（生徒の観測体制の確立も含めて）、データエントリー（マ

ニュアル作成も含めて）、報告書の作成等、グローブ活動の意義は理解しながらも、生徒も教員も義務

感に駆られながら取り組んでいたことは否めない。しかし、事務局の先生方のサポートの下、取捨選択

しながら長く継続してきたことで、年間スケジュール等にも組み込みながら、教育課程への明確な位置

づけができ、今ではグローブ活動に取り組むことが日常の一部となっている。 

with コロナ・after コロナを見据えた教育計画、新学習指導要領全面実施、GIGA スクール構想の

実現や SDGs への貢献等を意識しながら、今後も本校ならではのグローブ活動を展開していきたい。 

 

フィールドガイド                             Field Guide 
 

樹木と灌木の生育開始 

Tree and Shrub Green-Up 

 
観測の目的 

樹木や灌木の生育開始（展葉）を記録する 

観測に必要なもの 

初回のみ必要なもの： 

□データシート 

□コンパス 

□鉛筆またはペン 

□消えないマーカー 

□カメラ 

□ものさし、のぎす（mm 単位で測れるもの） 

毎回必要なもの： 

□データシート 

□鉛筆またはペン 

□ものさし、のぎす（mm 単位で測れるもの） 

□消えないマーカー（4 枚の芽に印をつけるま

で） 

 

フィールドでの観測活動 

初回のみ／観測を始めるために： 

1. データシートの上部（観測サイト名や観測者名等）に記入する． 

2. 観測対象とする樹木または灌木について、枝先の芽を選択する．芽の隣の枝の部分に印（点

を１つ）をつける． 

3. 印をつけた芽に近い芽を３つ選び、これらの芽にも印をつける（それぞれに点を２つ、３

つ、４つつける）． 

4. 観測する場所の北、南、東、西の４方向を向いて、それぞれの写真を撮影する． 

 

毎回の観測時： 

1. ４つそれぞれの芽を観測する． 

・変化していなければ、”休眠 dormant”と記録する． 

・芽が膨らみ始めていれば、”膨らむ swelling”と記録する． 

・緑の葉が見え始め展葉が始まったら”展葉 budburst”と記録する． 

・もし、葉が落ちたりして観測を続けられなくなったら”消失 lost”と記録する．  

2. 葉が展葉したら、葉の長さをものさし、またはのぎすで計測し記録する．葉の長さの計測

の際には、葉柄は除くこと． 

 

 

 

3. 葉の長さが変わらなくなるまで（葉の成長が止まるまで）、観測を継続する．葉によって、

記録が終了する日は異なる． 

 
Green-down Protocol Field Guides より作成 

https://www.globe.gov/do-globe/globe-teachers-guide/biosphere/green-up-green-down 


